
平成 20 年 6 月 13 日 

 

「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の実現に向けて 

 

広島労働局 

 

広島労働局は、平成 20 年 6 月 13 日に、連合広島、広島県経営者協会、広島県と

共に「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現にむけて 広島県 

四者宣言」を別添のとおり行いました。 

 

現在の社会環境を見ますと、急激な少子高齢化、人口の減少、派遣労働や短期雇

用の増加、正社員の長時間労働といった事態が進展する中で、過労死、子育て・

仕事の両立困難といった各種問題が発生しています。 

このような状況の中で、県内の働く方々が、ライフステージに応じて多様な働き

方を選択できる労働環境の整備を推進していくために、仕事と生活の調和を図る

ことが重要であるとの認識から、このたびの「ワーク・ライフ・バランス四者宣

言」を行ったものです。 

広島労働局は、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」に関して、平

成 19 年 8 月に、「中国・四国ブロック仕事と生活の調和へのアプローチプラン」

を提言したところですが、同年 12 月に「ワーク・ライフ・バランス推進官民トッ

プ会議」において「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」及び

「仕事と生活の調和推進のための行動指針」が策定されたことを踏まえ、本年度

は、広島県と連携して地域特性等を踏まえた仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・

バランス）の提言及び目標設定を目的とする仕事と生活の調和推進会議の開催を

基本としながら、労働時間等設定改善委員会の設置促進、長時間労働の抑制、年

次有給休暇の取得促進、パートタイムから正社員に移行できる仕組みづくりや育

児・介護制度の更なる普及、少子化対策のための一般事業主行動計画の策定・実

施の推進、パートタイム労働法・育児介護休業制度の周知・広報などの各種取組

みを積極的に行い、仕事と生活の調和に向けた事業場における労使の自主的な活

動を促進することとします。 










